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－1－ 

新発田・胎内・聖籠インターンシップ事業実施内容 

 

 ３月～４月 

 企業募集（新規開拓含む） 

二市一町及び商議所による広報紙・ＨＰ・メールマガジンによる企業募集広報 

前年度参加企業・事業所に依頼文書等配布・参加確認及び未参加企業・事業所にＤＭ郵送 

 新規申込企業に実施要領・関係資料等適宜配布及び事業説明（3月～8月 10 社） 

 各校に提供用情報資料（企業等リスト・概要書・計画書等）逐次作成 

 ５月～１２月 

 インターンシップ参加企業情報提供 

5/13～20  

敬和学園大学 新発田管内 6 高校 新発田市・胎内市・聖籠町 新潟職業能力開発短期大学校 

胎内管内 2高校 ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ  

 当事業推進協議会委員拡充施策 

5/16～7/5 

職能短期大学校、中条高校、開志国際高校、聖籠町・中条町・黒川商工会から各１名を委員委嘱 

 7/1～9/26 各校から派遣先企業（夏季・秋季）の情報提供受け 

 7/3～24 新発田管内各学校長等宛学生・生徒アンケート依頼文書等配布 

 7/9～9/17 夏季就業体験実施（高校生、短期大学校生（住居環境科）、大学生） 

 7/9～10/15 インターンシップ参加・受入企業訪問（企業アンケート依頼及びお礼） 

 7/23～9/25 高校生アンケート回答逐次提供受け及び集計結果データを各高校に情報提供 

 9/2 会議所だより 9月号「新発田・胎内・聖籠インターンシップ事業報告」掲載 

 9/27JAPAN サッカーカレッジに生徒アンケート依頼 

 9/30～10/16 秋季就業体験実施（短期大学校生（電気エネルギー制御科・電子情報技術科）、専門学

校生）及び受入企業訪問（企業アンケート依頼及びお礼）事後集計等作業 

 11/7～14 学生等アンケート回答提供受け、事後集計作業 

 11/19～当事業経過・状況報告配付（協議会関係者） 

 12/17 受入企業・事業所へ生徒・学生アンケート結果（一部抜粋）資料を送付（73 通） 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ※網掛け数字は新規参加企業 

 

 

 

 

 

 

 

新発田・胎内・聖籠インターンシップ事業  

参加企業等一覧（産業分類別） 

市・町別内訳 

項  目 新発田市 胎内市 聖籠町 阿賀野市・新潟市 合 計 
内 新 規 

参加企業 

参加企業 ８５ １６ ２ ７ １１０ １０ 

受入企業 ５９ ８ １ ５ ７３ ２ 

体験人数 ２５７ ３０ ５ ３３ ３２５  ５ 

－２－ 

1 ㈲菅原電気工事 1 ㈲花のひらの 10 (私)あいこども園

2 ㈱八幡建築 2 住ＤＥＰＯＴ新発田店 11 (市)五十公野保育園

3 ㈱髙橋建設 3 ㈱イノウエ 12 (市)松浦保育園

4 大進電業㈱ 4 ㈱三和商会 13 (福)新発田市社会福祉協議会

5 ㈱関川水道 5 ㈲花のみどりや駅前本店 14 (私)大栄保育園

6 ㈱石田建設 6 ㈱ハードオフコーポレーション 15 (市)中井保育園

7 ㈱岩村組 7 ほんま商店 16 (市)ひまわり学園

8 ㈱新和組 8 ㈱関川産業　（セキカワカナモノ） 17 養護老人ホーム　あやめ寮

9 ㈱馬場工務店 9 ㈱ウオロク 18 (市)天ノ原保育園

10 山田建設㈱ 10 ㈱ひらせいホームセンター 19 ㈱ケア・ハート

11 ㈱新潟グリーンテック 11 ㈱アルペン　新発田店 20 (福)いじみの福祉会 パルcoｍｆｙ陽だまり苑

12 新菖工業㈱ 12 ㈱ＰＬＡＮＴ　聖籠店 21 安斎クリニック

13 研冷工業㈱ 13 pasticceria Ｄｏｌｃｉ　（ドルチ） 22 (福)板額の里　ウエルネス中条

14 ㈱伊藤組 14 ＰＡＴＥＬＩＮ　（パトラン） 23 ㈱加治川の里

15 興栄建設㈱ 24 (福)阿賀北総合福祉協会　やすだの里

G 1 ㈱エフエムしばた 25 (私)優の森こども園

1 ㈱足立測量設計事務所 26 下越障害福祉事務組合　中井さくら園

2 ㈲サンチャンカメラ髙橋写真館 1 ㈱サクラフーズ 27 下越障害福祉事務組合　ひまわり荘

3 ㈱聖測コンサルタント 2 ㈲豊谷殿 28 (市)藤塚浜保育園

4 ㈱コバヤシ写真機店 3 ㈱ホテル清風苑 29 (福)のぞみの家福祉会

4 ㈱胎内リゾート 30 (私)百華保育園

1 片山食品㈱ 5 スターバックスコーヒージャパン㈱ 31 (市)豊浦保育園

2 島津印刷㈱ 32 (市)米子保育園

3 ㈱松浦製作所 1 ㈱花安 新発田斎場 33 ㈱ほっとしばたケアセンター

4 イオカ電子㈱ 2 ㈱紫雲寺記念館　（紫雲の郷）

5 ㈱リード　新潟工場 3 美容室　上風 Ｑ 1 北越後農業協同組合

6 ＴＨＫ新潟㈱ 4 ㈱ティーアンドエス

7 菊水酒造㈱ 5 ㈱倫　（美容室ＴＯＭＯ） 1 ㈱弘新機工

8 佐藤食品工業㈱新発田工場 6 ㈱ｹｰ・ｵｰ･ｹｰ･ｹｰ ハミングツアー 2 小柳産業㈱

9 日東アリマン㈱ 3 新発田商工会議所

10 ㈱中村ガラス Ｏ 1 (市)御免町幼稚園 4 新発田市総合型地域スポーツクラブ

11 ㈱日立産機システム　中条事業所 5 新発田ビルサービス㈱

12 ㈱中条ジャムコ 1 (市)紫雲寺保育園

13 ㈱マルコ岩村 2 (市)ななは保育園

14 ㈱栗山米菓　新発田工場 3 (市)川東保育園

15 佐久間食品㈱ 4 (市)うすが森保育園 1 胎内市役所

16 昭栄印刷㈱ 5 いいじま歯科クリニック 2 新発田市役所

17 ㈱ヤマシタ　新潟工場 6 (私)あそびの森すみよし保育園 3 聖籠町役場

18 ㈱日立産機中条エンジニアリング 7 (市)西園保育園 4 新発田公共職業安定所

19 ㈱サンエコー　中条工場 8 (市)菅谷保育園

20 ㈱小国製麺 9 (市)大峰保育園
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補足資料１（全般） 

 

 

 

：当事業分のみの実施校  

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

開志国際高校

中条高校（１日コース）

新発田中央高校

新発田高校

新発田商業高校

新発田農業高校

西新発田高校

新発田南高校工業科

新発田南高校普通科

JAPANサッカーカレッジ

職業能力開発短期大学校

敬和学園大学

28

30

12

17

21

1

15

4

46

100

44

54

39

3

34

5

22

30

3

18

13

93

88

23

30

15

各校 当事業実施分と学校直接実施分の構成比較

当事業実施分 企業数 当事業実施分 体験人数 学校直接実施分 企業数 学校直接実施分 体験人数

－３－ 

昨年度

昨年度

体験人数

4 5 6 13 15 17 20 22

15 34 27 18 30 33 64 70

1 3 2 3 23 4 26 17

普通科 21 39 29 0 0 21 39 29

工業科 17 54 42 30 88 47 142 151

12 44 51 0 0 12 44 59

30 100 40 0 0 30 100 40

28 46 54 0 0 28 46 54

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 22 93 22 93 153

0 0 0 0 0 0 0 0

128 325 251 86 249 214 574 595

59.8% 56.6% 42.2% 40.2% 43.4%

合　計

構成比（％） －

体験人数昨年比

約１．３倍

大学・短期大学校・専門学校・高校別実施状況

※今年度、当事業が体験人数で学校直接を上回る結果と
なった。

県立新発田農業高等学校

県立新発田商業高等学校

県立新発田高等学校

私立新発田中央高等学校

県立中条高等学校（１日コース）

私立開志国際高等学校

体験人数

敬和学園大学

新潟職業能力開発短期大学校

 JAPANサッカーカレッジ

県立新発田南高等学校

県立西新発田高等学校

学　校　名

当事業実施分 学校直接実施分 合　計

企業数 体験人数 企業数 体験人数 企業数 体験人数



 

補足資料２－１（高等学校分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

補足資料２－２（高等学校分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17

2

36

6
0 2 1 0 3 0

10 7

4
4

19 32

1

39

12
1

65

3
8 11

インターンシップ先産業別 参加高校生 男・女別人数

男子 女子

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

建設 ２１

専門･技術S ６

製造 ５５

卸・小売 ３８

情報通信 １

宿泊・飲食S ４１

生活関連S １３

教育 １

医療・福祉 ６８

複合S ３

サービス １８

公務 １８

17

2

36

6

2

1

3

10

7

4

4

19

32

1

39

12

1

65

3

8

11

インターンシップ先産業別 参加高校生 男・女別構成比較

男子 女子

－４－ 

８４名    １９９名 

(29.7%)      (70.3%) 

2
54

79

101

3
44

男子 女子 男子 女子 男子 女子

１年 ２年 ３年

（計） 

学年・男女別人数・比率 

（計） 



 

  
産業分類別 参加企業数及び受入企業数状況 

－５－ 

【高 校・専門校】 

15

20

1

14

4 4

6

1

33

1

6

3

7

13

1

11

2
3

5

1

18

1

4

2

0

5

10

15

20

25

30

35

参加企業 受入企業 昨年度受入企業

14

15

1

7

2

3

1 1

16

1

5

3

2

6

0

3

1 1 1

0 0 0

2 2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

参加企業 受入企業 昨年度受入企業

【大学・短期大学校】 

・受入可能１０８企業に対し、体験人数 ２８６名

であるが、全企業をカバーするにはいたらなかった。 

また、企業・事業所の受入人数に偏りが生じた。 

１０名以上の受入企業は以下のとおり。 

１ 清風苑  20 名  ４ 新発田市役所 13 名 

２ ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ 17 名  ５ 日東アリマン 11 名 

３ 栗山米菓 14 名  ６ 西園保育園  10 名 

・学びの分野が違うため、参加（受入可

能）企業とのズレが生じる。 

・参加６９企業に対し、体験人数３９名

のため受入企業数は増加しにくい。 

(108) (68) (64) 

(69) (18) (18) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年度 就業体験者受入企業数及び就業体験者数の推移状況 

－６－ 

0

50

100

150

200

250

300

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

29
43 41 40 40 41 45

64

68
72

104 97 93 108 109 122

218

286

受入企業数 体験人数

【高 校・専門校】 

0

10

20

30

40

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

2 2 3 5 3 3
6

18 18

3 2 4 6 4 4
9

33

39

受入企業数 体験人数

【大 学・短期大学校】 

昨年比 

約 1.3 倍 

昨年比 

約 1.2 倍 

昨年比 

約 1.1 倍 

昨年と同じ 

※高校生の体験者数が 280 名を超える。受入企

業数の伸び率は昨年と同程度であり、選択企業

の定番化が見られる。 

11年度(H23) 12年度(H24) 13年度(H25) 14年度(H26) 15年度(H27) 16年度(H28) 17年度(H29) 18年度(H30) 19年度（R元） 合計

受入企業 29 43 41 40 40 41 45 64 68 411

体験人数 72 104 97 93 108 109 121 216 283 1203

受入企業 1 1 1 3

体験人数 1 2 3 6

受入企業 16 15 31

体験人数 27 34 61

受入企業 2 2 3 5 3 3 6 3 4 31

体験人数 3 2 4 6 4 4 9 6 5 43

高 校

専門学校

短期大学校

大 学

各年度　就業体験者受入企業数及び就業体験者数の推移状況表

内 　訳



 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 
－７－ 

就 業 体 験 光 景 

サービス

卸売・小売 

製 造 

宿泊・飲食 S 

生活関連 S 医療・福祉 

複合 S 

建 設 



企業（事業所）アンケート結果を分析・整理 

添付資料の企業アンケート結果から企業・事業所の回答をふまえ、インターンシップに関わる企業側の要

望等・ご意見について設問の一部を抜粋、以下のように整理した。 

要望・ご意見 整理内容 

◆設問４ 就業体験前の事前指導及び普段から行う

学校の指導について 

１ 挨拶・返事・言動等を含む社会人としてのマナ

ーについて（訪問時の挨拶等できていない） 

２ 目的意識の指導（働く意識づけ等） 

３ 受入企業の取組みについての意識 

 

４ 受入企業への通勤経路・移動時間の把握 

 

◇ 学校側は、基本就業体験前にマナー教育を実施

している。 

・挨拶・返事・受答えが出来る・声の大きさ（元気） 

 

・企業の選択及び就業体験の目的を自ら説明できる 

・生徒・学生のために企業が時間を使う認識 

 （感謝の心） 

・余裕ある通勤（移動）計画及び遅刻対処要領 

◆設問６ 日誌及び評価報告書等について 

 

１ 評価報告書の事業者記入欄は毎日でなく最終

日のみにしていただきたい。 

２ パソコン入力できるよう電子データをいただ

きたい。 

３ 日誌記述量が多い高校があり、生徒が時間内に

書ききれない。 

◇ 事務局としては、昨年度評価報告書について、

軽易な様式を追加・対応した。 

・事業者記入欄に最終日のみとコメントを追加して

いる（認識の統一を図る）。 

・該当高には連絡済み 

 

・当事業様式の使用をお願いしてはいるが、学校の

慣例もあり、変更について難しい現状にある 

   

◆設問７ 過去にインターンシップ生として受け入

れた生徒を、その後採用したことがありますか 

 

 

 

 

 

◇ インターンシップ生の就職実態調査について 

※ 結論：現状は大変難しい（昨年度と同様） 

  現在は企業アンケート及び一部先生からの聞

き取りにより把握。             

  ・体験高校生の大部分が１・２年生のため３年

生までの期間が開き追跡調査が難しい（個人情

報・先生の異動） 

   今後学校側に、就業体験に係る就職実態調査

協力をお願いする手段を検討 

 

◆設問８ その他、お気づきの点がありましたらご

記入ください。 

１ 三高校 20 名受入、生徒に満足な就業体験は難

しい。又、同時期に複数校から複数人の希望を頂

くと対応困難とのご意見 

２ 興味なく就業体験に来られても、受入れ側のモ

チベーションも上がらない。会社の業種等理解し

た上で来てほしい。又、概要書・計画書等の内容

を十分に把握していない（事前の準備・勉強不

足）。仕事への意欲が感じられない。学びの態度が

育っていない等 

３ 生徒指導のための企業訪問調整は前日とかで

なく期間の余裕をもってお願いしたい。 

４ 携行書類様式の統一がなされていない。 

◇ 今年度就業体験者数が 300 名を超え、一部 20

名を受入れた企業もある。（P5上段コメント参照） 

・参加企業の新規開拓 飲食・宿泊及び食品製造業 

 

 

・目的意識及び企業研究の涵養に努める姿勢作りに

ついて学校側にお願いする。 

・事前準備では日数を要するものもある。打合せ内

容の伝達などにも注意を要する。 

 （企業から学校、学校から生徒への伝達過程） 

 

・企業の業務スケジュール 

 

・現状、学校独自のものもあり統一出来ていない。 
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生徒・学生のアンケート結果を分析・整理 

添付資料のインターンシップ体験後のアンケート結果から生徒・学生の回答・意見をふまえ、設問の一部

を抜粋、以下のように整理した。 

回答・意見 整理内容 

（高校等回答数２８６名） 

◆設問４ インターンシップは、進路を考える上で

役立つと思いますか。 

・役立つ８１％（２３３名） 

・やや役立つ１６％（４５名） 

 

◇ ９７％の生徒等は「役立つ・やや役立つ」と回

答、多数を占める。就業体験することにより、そ

の実体験が進路を考える上での参考となってい

る。 

 

◆設問６ 今回のインターンシップで学んだことは

何ですか。当てはまるものを三つ選んでください。 

上位４項目は以下のとおり。 

・挨拶・言葉遣いの大切さ（１７８） 

・働くことの厳しさ（１２５） 

・人間関係の重要性（１１５） 

・働くことの楽しさ（１０４） 

◇ 特に群を抜いて「挨拶・言葉遣いの大切さ」が

１７８と回答多数を占める。 

それに次いで１００台で 

「働くことの厳しさ」 

「人間関係の重要性」 

「働くことの楽しさ」 

につながる回答となった。 

◆設問７・９ インターシップに参加して良かった

と思うこと、気づいたことを記入してください。 

以下回答・意見を４項目に小・細分類すると以

下のとおり。 

１項 

・仕事（働くこと）の楽しさ・大変さ・厳しさ・大

切さ・責任感について 

・普段できない体験をし、仕事について理解できた 

・体験をとおして職業・職場の雰囲気を知る 

・仕事に対する興味や関心が高まる 

２項 

・将来やりたい職業・職場を体験し意欲が湧く 

・進路を考えるよい機会となった 

・目標にするべき仕事が見える（詳しく知る） 

・社会へ出たときの実感がわいた 

３項 

・体験をとおしてスキルの必要性を学べた 

・視野が広がり、意識が変わった 

・学校生活においての自分のやることが見えた 

４項 

・人間関係・コミュニケーションはすごく大切 

・様々な年代の人と同じ職場で仕事をする貴重体験 

・人間性を育てる良い経験となった 

 

以上、各々が実体験をもって感じた回答・意見で

ある。 

 

 

◇ 左記項目について回答・意見を大分類すると以

下のとおり。 

 

 

１ 働くこと、生きることの尊さを実感し、勤労観、

職業観の醸成につながる意見 

 

 

 

 

２ 進路選択への積極性につながる意見 

 

 

 

 

３ 学習意欲の向上につながる意見 

 

 

 

４ 人間関係形成、社会形成能力に関する意見 

 

 

 

 

 以上、生徒等が参加して良かったと思うことは、

４つの大項目に分けられ、各々、学校では得がたい

貴重な実体験からの卒直な意見である。 
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回答・意見 整理内容 

◆設問８ インターンシップに参加して困ったこと

があったら記入してください。（回答より抜粋） 

１ 就業体験に関して 

・仕事の内容が多く作業を覚えることが大変 

・接客対応で困る（接客要領、商品陳列場所？） 

・初日の不安感と馴れない立ち作業 

・企業についての学習不足 

２ コミュニケーション等に関して 

・職場の人との接し方（何を話してよいのか） 

・正しい言葉遣いが分らない 

３ 移動に関して 

・丁度良い時間の電車がなかった 

・場所が遠い（家から） 

・親に送迎してもらう 

 

◇ １・２項 

インターンシップにおける心構えについて 

・強い責任感をもって臨むこと 

 程度の差はあれ社会人と同じ仕事をすることの

責任を認識 

・積極的な態度で臨むこと 

 目的の明確化（何の目的で体験しに来たのかを自

覚）失敗したら（落ち込む必要はない）その経験を

踏まえ、良くする努力を怠らない。 

以上について学校側でも引き続きご指導をお願

いする。また、企業側にも今どきの若者についての

理解とお声がけをお願いしたい。 

◇ ３項について 

今後、交通手段については、企業の協力を得て、

最寄駅までの送迎等を検討する必要がある。 

（一部の企業では最寄駅までの送迎を検討し、概要

書に調整により送迎可と記載していただいている） 

（高校等回答数２８３名） 

◆設問１０ 将来は、新発田市、胎内市、聖籠町の圏

域で就職をしたいと考えていますか？ 

１ この圏域で就職したい（１０３名 ３６％） 

 

 

 

 

 

２ １以外の新潟県内で就職（１００名 ３５％） 

 

 

 

 

３ 県外に就職（４４名 １６％） 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他（３６名 １３％） 

 

◇ 左記項目について小分類すると以下のとおり。 

 

 

１項 

・圏域に関連 

地元だから（安心感）、地元で働きたい 

地元地域に貢献・発展させたい 

自宅から近い勤務先 

仕事の選択肢が多い 

２項 

・就職・通勤関連 

 仕事の選択肢が多い（新潟市、中央区） 

大企業が多い 

 交通の利便性がよい 

３項 

・東京（関東圏）に関連 

 仕事の選択肢が多い（働き口がある） 

 大企業で働きたい（給料が高い） 

・就職等関連 

 神社仏閣の設計をしたく関西 

・進学関連 

 進学後（大学・専門校）そのまま都市圏 

４項 

・未定（まだ決めていない） 

・進学後に考える 

 

就業体験者の７割が圏域含む新潟県内での就職

を考えている。 
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回答・意見 整理内容 

（大学等回答数３９名） 

◆設問１ 参加動機を教えてください。 

上位３項目は以下のとおり。 

・働くことがどういうものか体験したい（８名） 

・就職活動に役立つと思ったため   （８名） 

・学んだことが現場でどう活かされるか（７名） 

 

◇ 左記３項目にほぼ同数の回答が集まっており

次に「希望とは違う業種や企業を体験したい」に

６名が回答している。 

 

◆設問３ インターンシップの参加であなたにとっ

て得られたことについて教えてください。当てはま

るものを三つ選んでください。 

上位３項目は以下のとおり。 

・コミュニケーションの大切さを感じた（２８） 

・マナーや常識の大切さを感じた   （２１） 

・学生と社会人の責任の違いを感じた （１６） 

◇ 左記３項目で全体の約６割の回答を占める。 

 

（大学等回答数３１名） 

◆設問６ 将来は、新発田市、胎内市、聖籠町の圏域

で就職をしたいと考えていますか？ 

１ この圏域で就職したい（８名 ２０％） 

 

 

 

２ １以外の新潟県内で就職（１６名 ４１％） 

 

 

 

３ 県外に就職（１０名 ２６％） 

 

 

 

４ その他（５名 １３％） 

 

◇ 左記項目について小分類すると以下のとおり。 

 

 

１項 

・地元だから 

・通勤しやすい 

・家から近い 

２項 

・地元だから（新潟市・長岡市・三条市） 

・仕事の選択肢が多い（新潟市中央・東・西区） 

・地元を離れ自立 

３項 

・仕事の選択肢が多い 

・県内で良い企業に就職できる場所がない気がした 

・世界は広い 

４項 

・まだ決めていない 

・進学希望、就職先は企業を見て選びたい 

 

 

 参加大学生の５名全員が圏域含む新潟県内の就

職を希望する。 

 職能短大においては、約６割にあたる２４名が圏

域含む新潟県内の就職を希望する。 

 ３割が県外を希望している。 
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回答・意見 整理内容 

◆設問７ その他、当協議会に関するご意見・ご要

望・ご提案ご感想などをご記入ください。 

・自分自身を見つめ直すきっかけができたインター

ンシップでした。貴重な体験ができてよかった。 

・新発田市のインターンシップに参加、新発田地域

の魅力に改めて気づく。実習内容はもっと難しく

てもよい。 

・インターンシップ参加者がどこまで何ができる

か、受入側に伝えたほうがいい。最初に何ができ

るか聞かれ、その後仕事が決まった感じだった。 

 

◇ 企業のインターンシップ実施目的と学生の参

加目的に沿うプログラムを、どのように両立させ

るかが重要と考える。 
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